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令
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管
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改
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分
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大
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警
察
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書
管
理
規
程
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部
改
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三

大
分
県
警
察
財
務
総
合
シ
ス
テ
ム
関
係
文
書
管
理
規
程
の
制
定 	

六

○
訓

令

甲

大
分
県
訓
令
甲
第
一
号

本　
　
　
　
　

庁　

地　

方　

機　

関　

　

大
分
県
文
書
管
理
規
程
（
平
成
二
十
一
年
大
分
県
訓
令
甲
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
一
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

　

目
次
中
「
第
八
節　

そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
施
行
（
第
七
十
四
条
）
」
を

「
第
八
節　

そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
施
行
（
第
七
十
四
条
）

　

第
八
節
の
二　

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
の
文
書
の
登
録
（
第
七
十
四
条
の
二
）　
　

」
に
改
め
る
。

　

第
二
条
第
十
五
号
中
「
及
び
第
六
項
」
を
「
、
第
六
項
及
び
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
八
号
中
「
文

書
及
び
」
を
「
文
書
、
」
に
改
め
、
「
限
る
。
）
」
の
下
に
「
及
び
職
員
が
職
務
上
作
成
し
た
文
書
の
う

ち
、
収
受
又
は
起
案
を
要
し
な
い
が
、
職
員
に
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
な
文
書
（
以
下
「
共
有
文
書
」
と
い

う
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
十
五
条
第
一
項
第
三
号
中
「
往
復
文
書
」
の
下
に
「
（
財
務
総
合
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
起
案
す
る
文
書

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

㈱
イ
ン
タ
ー
プ
リ
ン
ツ　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

（
以
下
「
財
務
起
案
文
書
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
「
前
号
の
」
を
「
同
号
の
」
に
改
め
、

同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四　

往
復
文
書
（
財
務
起
案
文
書
に
限
る
。
）　

記
号
は
「
財
」
の
文
字
の
次
に
第
二
号
に
規
定
す
る
文

書
記
号
を
加
え
、
番
号
は
財
務
総
合
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
付
け
る
こ
と
。

　

第
十
五
条
第
二
項
中
「
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
文
書
に
あ
っ
て
は
毎
年
一
月
一
日
を
、
同
項
第
二
号
及
び

第
三
号
に
掲
げ
る
文
書
に
あ
っ
て
は
毎
年
四
月
一
日
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
文
書
の
区
分
に
応
じ
、
当

該
各
号
に
定
め
る
日
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一　

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
文
書　

毎
年
一
月
一
日

二　

前
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
文
書　

毎
年
四
月
一
日

三　

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
文
書　

県
の
機
関
が
財
務
総
合
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
翌
年
度
予
算
の
執
行

に
係
る
契
約
の
準
備
の
た
め
の
文
書
を
起
案
し
た
日
の
う
ち
、
最
も
早
い
日

第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
第
二
十
八
条
」
を
「
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
中
第
二
項
を
第
四
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２　

前
項
の
規
定
に
よ
り
収
受
の
登
録
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
紙
文
書
を
ス
キ
ャ
ナ
（
こ
れ
に
準

ず
る
画
像
読
取
装
置
を
含
む
。
）
で
読
み
取
り
、
電
子
文
書
に
変
換
し
た
上
で
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
県
政
情
報
課
長
が
別
に
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３　

前
項
の
規
定
に
よ
り
電
子
文
書
に
変
換
し
た
紙
文
書
の
う
ち
、
正
本
と
し
て
管
理
す
る
文
書
（
県
政
情

報
課
長
が
別
に
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
保
存
期
間
を
一
年
以
内
に
設
定
で

き
る
も
の
と
す
る
。

　

第
二
十
九
条
の
見
出
し
中
「
収
受
文
書
」
の
下
に
「
及
び
共
有
文
書
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
で
作

成
し
た
収
受
書
（
第
五
号
様
式
）
に
当
該
紙
文
書
を
添
付
し
て
回
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
に
よ
る

電
子
的
な
方
式
に
よ
り
供
覧
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
県
政
情
報
課
長
が
別
に
定
め
る
場
合

に
お
い
て
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
で
作
成
し
た
収
受
・
供
覧
書
（
第
五
号
様
式
）
に
当
該
紙
文
書
を
添
付

し
て
回
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

事
務
担
当
者
は
、
共
有
文
書
（
紙
文
書
に
限
る
。
）
を
供
覧
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
文
書
管
理
シ

ス
テ
ム
で
作
成
し
た
収
受
・
供
覧
書
に
当
該
紙
文
書
を
添
付
し
て
回
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
三
十
四
条
を
削
り
、
第
三
十
三
条
を
第
三
十
四
条
と
し
、
第
三
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
電
子
文
書
の
供
覧
）

第
三
十
三
条　

事
務
担
当
者
は
、
電
子
文
書
（
収
受
し
た
文
書
又
は
共
有
文
書
に
限
る
。
）
を
供
覧
す
る
必

要
が
あ
る
と
き
は
、
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
方
式
に
よ
り
供
覧
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
四
十
条
第
一
号
中
「
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
」
を
「
財
務
総
合
シ
ス
テ
ム
」
に
改
め
る
。

十



令
和
六
年
三
月
一
日

二

大
分
県
報
号
外
（
訓
令
甲
・
教
育
委
訓
令
甲
）

　

第
四
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条　

削
除

　

第
四
十
八
条
中
「
回
議
等
」
を
「
回
議
又
は
合
議
（
以
下
「
回
議
等
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

　

第
六
十
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
発
送
依
頼
簿
（
第
八
号
様
式
）
と
と
も
に
」
を
削
り
、
同
項
中
第
四
号

を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三　

財
務
総
合
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
決
裁
し
た
紙
文
書　

発
送
依
頼
簿
（
第
八
号
様
式
）
と
と
も
に
当
該
文

書
の
浄
書
文
書
を
持
参
し
て
依
頼
す
る
こ
と
。

　

第
二
章
第
八
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

　
　
　
　

第
八
節
の
二　

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
の
文
書
の
登
録

第
七
十
四
条
の
二　

事
務
及
び
事
業
に
係
る
意
思
決
定
の
過
程
に
係
る
文
書
（
供
覧
を
必
要
と
し
な
い
共
有

文
書
に
限
る
。
）
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
七
十
八
条
第
二
項
中
「
第
二
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
る
。

　

第
九
十
一
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の

次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
電
子
文
書
が
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
以
外
の
業
務
シ
ス
テ
ム
に
保
存
さ
れ

て
い
る
と
き
は
、
公
文
書
館
長
が
当
該
業
務
シ
ス
テ
ム
を
管
理
す
る
所
属
長
と
協
議
し
て
定
め
た
方
法
に

よ
り
引
渡
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
九
十
二
条
第
一
項
中
「
第
二
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
る
。

　

第
九
十
三
条
第
一
項
中
「
第
二
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

　

た
だ
し
、
当
該
電
子
文
書
が
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
以
外
の
業
務
シ
ス
テ
ム
に
保
存
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
当
該
業
務
シ
ス
テ
ム
を
管
理
す
る
所
属
に
お
い
て
廃
棄
の
処
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式

（第
十
五
条
関
係

）

文
書
整
理
補
助
簿

文
書
番
号
第　
　
号

所
属
名

枝
番
号

文
書
件
名
種
別
状
態
収
受
・
供
覧

､
復
命

､
登
録

､
起
案
日

決
裁
日

施
行
日

施
行
先

担
当
者

　

第
五
号
様
式
中
「　

収
受
書

　

」
を
「　

収
受
・
供
覧
書

　

」
に
、
「日

 収
受

」
を
「日

 収
受

供
覧

」　

に
、
「　

収
受
者

　

」
を
「　

担
当
者

　

」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
第
十
五
号
、
第
十
五
条
及
び

第
四
十
条
の
改
正
規
定
並
び
に
第
六
十
三
条
の
改
正
規
定
（
同
条
第
一
項
第
二
号
に
係
る
部
分
を
除

く
。
）
は
、
公
示
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
訓
令
の
施
行
の
日
前
に
作
成
し
た
共
有
文
書
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

○
教
育
委
員
会
訓
令
甲

大
分
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号

教　
　

育　
　

庁　

教　

育　

機　

関　

　

大
分
県
教
育
委
員
会
文
書
管
理
規
程
（
平
成
二
十
一
年
大
分
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
十
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
一
日

大　

分　

県　

教　

育　

委　

員　

会　

  

第
十
六
条
第
一
項
中
「
軽
易
な
往
復
文
書
」
を
「
第
三
号
に
掲
げ
る
文
書
の
う
ち
軽
易
な
も
の
」
に
改

め
、
同
項
第
三
号
中
「
往
復
文
書
」
の
下
に
「
（
財
務
総
合
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
起
案
す
る
文
書
（
以
下

「
財
務
起
案
文
書
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
「
前
号
の
」
を
「
同
号
の
」
に
改
め
、
同
項
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

四　

往
復
文
書
（
財
務
起
案
文
書
に
限
る
。
）　

記
号
は
「
財
」
の
文
字
の
次
に
第
二
号
に
規
定
す
る
文

書
記
号
を
加
え
た
も
の
と
し
、
番
号
は
財
務
総
合
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
付
け
る
こ
と
。

　

第
十
六
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２　

文
書
の
番
号
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
文
書
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
を
起
点
と
し
て

付
け
る
も
の
と
す
る
。

　

一　

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
文
書　

毎
年
一
月
一
日

　

二　

前
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
文
書　

毎
年
四
月
一
日

三　

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
文
書　

県
の
機
関
が
財
務
総
合
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
翌
年
度
予
算
の
執
行



令
和
六
年
三
月
一
日

三

大
分
県
報
号
外
（
教
育
委
訓
令
甲
・
警
察
本
部
訓
令
）

に
係
る
契
約
の
準
備
の
た
め
の
文
書
を
起
案
し
た
日
の
う
ち
、
最
も
早
い
日

　

第
四
十
条
第
一
号
中
「
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
」
を
「
財
務
総
合
シ
ス
テ
ム
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
公
示
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

○
警
察
本
部
訓
令

　

　
第

16条
に

次
の

１
項

を
加

え
る

。
４

　
複

数
年

に
わ

た
っ

て
継

続
し

て
実

施
す

る
事

務
に

係
る

文
書

の
保

存
期

間
に

つ
い

て
は

、
前

３
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

当
該

事
務

が
終

了
し

た
年

の
翌

年
の

初
日

（
会

計
文

書
等

に
あ

っ
て

は
当

該
事

務
が

終
了

し
た

会
計

年
度

の
翌

会
計

年
度

の
初

日
、

第
２

項
の

文
書

に
あ

っ
て

は
当

該
事

務
が

終
了

し
た

会
計

年
度

の
翌

会
計

年
度

の
６

月
１

日
）

か
ら

起
算

す
る

も
の

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

は
、

当
該

事
務

に
係

る
文

書
に

つ
い

て
は

、
同

一
の

起
算

日
を

用
い

る
こ

と
と

し
、

保
存

期
間

が
不

統
一

と
な

ら
な

い
よ

う
注

意
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
　

第
17条

の
２

中
「

起
案

」
の

次
に

「
、

回
議

」
を

加
え

、
同

条
に

次
の

１
項

を
加

え
る

。
２

　
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
が

障
害

に
よ

り
停

止
し

、
又

は
部

分
的

に
機

能
を

停
止

し
た

場
合

の
文

書
の

管
理

に
関

す
る

事
務

の
処

理
に

つ
い

て
は

、
総

括
文

書
管

理
者

が
別

に
定

め
る

。
　

第
18条

の
次

に
次

の
１

条
を

加
え

る
。

　
（

財
務

総
合

シ
ス

テ
ム

関
係

文
書

の
取

扱
い

）
第

18条
の

２
　

財
務

総
合

シ
ス

テ
ム

関
係

文
書

（
大

分
県

警
察

財
務

総
合

シ
ス

テ
ム

関
係

文
書

管
理

規
程

（
令

和
６

年
大

分
県

警
察

本
部

訓
令

第
６

号
。

以
下

「
財

務
文

書
管

理
規

程
」

と
い

う
。

）
第

２
条

第
１

号
に

規
定

す
る

文
書

を
い

う
。

以
下

「
財

務
文

書
」

と
い

う
。

）
の

取
扱

い
に

つ
い

て
は

、
別

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

ほ
か

、
こ

の
規

程
の

規
定

を
適

用
す

る
。

　
第

21条
を

次
の

よ
う

に
改

め
る

。
第

21条
　

削
除

　
第

22条
第

１
項

中
「

文
書

は
」

を
「

紙
文

書
は

」
に

改
め

、
「

こ
の

章
に

お
い

て
」

を
削

り
、

「
第

７
項

」
の

次
に

「
ま

で
」

を
加

え
、

同
項

中
第

３
号

を
削

り
、

第
４

号
を

第
３

号
と

し
、

第
５

号
を

削
り

、
第

６
号

を
第

４
号

と
す

る
。

　
第

23条
第

１
項

第
１

号
中

「
文

書
整

理
簿

」
の

次
に

「
（

第
13条

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
文

書
整

理
補

助
簿

に
よ

り
番

号
を

付
す

る
場

合
は

、
文

書
整

理
補

助
簿

。
第

24条
の

２
第

１
項

に
お

い
て

同
じ

。
）

」
を

加
え

る
。

　
第

24条
第

１
項

中
「

次
の

各
号

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

処
理

す
る

」
を

「
直

ち
に

主
務

者
に

交
付

す
る

」
に

改
め

、
同

項
各

号
を

削
る

。
　

第
24条

の
２

第
１

項
中

「
又

は
」

を
削

り
、

「
受

け
た

と
き

」
の

次
に

「
又

は
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
、

警
察

文
書

伝
送

シ
ス

テ
ム

、
電

子
メ

ー
ル

等
に

よ
り

電
子

文
書

を
受

領
し

た
と

き
」

を
加

え
、

同
項

に
後

段
と

し
て

次
の

よ
う

に
加

え
る

。
　

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
当

該
文

書
が

指
令

、
通

達
及

び
示

達
、

往
復

文
書

の
う

ち
当

該
文

書
に

基
づ

き
指

令
、

回
答

等
を

要
す

る
文

書
そ

の
他

文
書

管
理

担
当

者
が

必
要

と
認

め
る

文
書

で
あ

る
場

合
は

、
文

書
整

理
簿

に
所

定
の

事
項

を
記

録
し

、
当

該
文

書
に

受
付

印
が

押
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、

受
付

印
に

受
付

番

大
分

県
警

察
本

部
訓

令
第

５
号

警
　

察
　

本
　

部
　

警
　

察
　

学
　

校
　

警
　

　
察

　
　

署
　

　
大

分
県

警
察

文
書

管
理

規
程

（
平

成
18年

大
分

県
警

察
本

部
訓

令
甲

第
26号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
　

　
令

和
６

年
３

月
１

日
大

分
県

警
察

本
部

長
　

種
　

田
　

英
　

明
　

　
目

次
中

「
第

９
条

」
を

「
第

９
条

の
２

」
に

改
め

る
。

　
第

２
条

第
４

号
中

「
処

理
す

る
シ

ス
テ

ム
」

の
次

に
「

で
、

警
務

部
警

務
課

（
以

下
「

警
務

課
」

と
い

う
。

）
に

お
い

て
管

理
す

る
も

の
」

を
加

え
る

。
　

第
７

条
第

２
項

第
２

号
中

「
移

管
」

を
「

引
渡

し
」

に
改

め
る

。
　

第
９

条
の

次
に

次
の

１
条

を
加

え
る

。
　

（
文

書
取

扱
担

当
者

）
第

９
条

の
２

　
警

察
本

部
の

所
属

（
警

務
部

総
務

課
公

安
委

員
会

補
佐

室
（

以
下

「
公

安
委

員
会

補
佐

室
」

と
い

う
。

）
を

含
む

。
次

項
、

第
22条

及
び

第
29条

に
お

い
て

同
じ

。
）

、
警

察
学

校
の

係
及

び
警

察
署

の
課

に
文

書
取

扱
担

当
者

を
置

き
、

文
書

管
理

者
が

指
名

す
る

職
員

を
も

っ
て

充
て

る
。

２
　

文
書

取
扱

担
当

者
は

、
警

察
本

部
の

所
属

、
警

察
学

校
の

係
又

は
警

察
署

の
課

に
お

け
る

文
書

の
受

付
、

発
送

そ
の

他
の

文
書

の
管

理
に

関
す

る
事

務
に

従
事

す
る

。
　

第
13条

第
１

項
第

１
号

中
「

第
２

章
に

お
い

て
」

を
「

以
下

」
に

改
め

、
同

号
イ

た
だ

し
書

中
「

警
務

部
総

務
課

」
及

び
「

（
以

下
「

公
安

委
員

会
補

佐
室

」
と

い
う

。
）

」
を

削
り

、
同

項
第

２
号

か
ら

第
４

号
ま

で
の

規
定

中
「

第
２

章
に

お
い

て
」

を
「

以
下

」
に

改
め

る
。

　
第

16条
中

第
２

項
を

第
３

項
と

し
、

第
１

項
の

次
に

次
の

１
項

を
加

え
る

。
２

　
前

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
県

費
の

歳
入

又
は

歳
出

に
係

る
文

書
の

保
存

期
間

は
、

当
該

文
書

が
属

す
る

会
計

年
度

の
翌

会
計

年
度

の
６

月
１

日
か

ら
起

算
す

る
も

の
と

す
る

。



令
和
六
年
三
月
一
日

四

大
分
県
報
号
外
（
警
察
本
部
訓
令
）

　
（

引
上

げ
）

第
33条

の
４

　
職

員
は

、
下

位
の

職
員

の
不

在
等

に
よ

り
起

案
文

書
の

回
議

等
が

滞
っ

て
い

る
場

合
又

は
緊

急
の

決
裁

を
行

う
必

要
が

あ
る

場
合

は
、

当
該

文
書

に
つ

い
て

下
位

の
職

員
よ

り
も

先
に

承
認

又
は

決
裁

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

　
（

廃
案

）
第

33条
の

５
　

起
案

者
は

、
起

案
文

書
の

決
裁

前
に

お
い

て
相

当
の

理
由

が
あ

る
場

合
は

回
議

等
を

行
っ

て
い

る
文

書
を

、
決

裁
後

に
お

い
て

決
裁

権
者

の
指

示
を

受
け

た
場

合
は

決
裁

が
終

了
し

た
文

書
を

廃
案

に
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
第

40条
に

次
の

１
項

を
加

え
る

。
４

　
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

決
裁

伺
書

を
作

成
し

て
起

案
し

た
文

書
を

施
行

し
た

と
き

は
、

文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

に
施

行
年

月
日

等
を

登
録

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

　
第

43条
第

１
項

中
「

警
務

部
」

及
び

「
（

以
下

「
警

務
課

」
と

い
う

。
）

」
を

削
る

。
　

第
44条

第
１

項
中

「
文

書
が

完
結

し
た

」
を

「
文

書
（

文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
処

理
し

た
電

子
文

書
を

除
く

。
以

下
こ

の
条

及
び

第
45条

に
お

い
て

同
じ

。
）

が
完

結
し

た
」

に
改

め
、

同
項

第
４

号
中

「
事

案
」

を
「

事
務

」
に

改
め

、
同

条
に

次
の

１
項

を
加

え
る

。
３

　
簿

冊
を

作
成

す
る

と
き

は
、

作
成

し
よ

う
と

す
る

簿
冊

の
簿

冊
名

、
保

存
期

間
等

所
要

の
項

目
を

文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

に
登

録
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
　

第
44条

の
次

に
次

の
１

条
を

加
え

る
。

　
（

電
子

文
書

の
編

集
）

第
44条

の
２

　
電

子
文

書
（

文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
処

理
し

た
電

子
文

書
に

限
る

。
以

下
こ

の
条

及
び

第
45条

の
２

に
お

い
て

同
じ

。
）

が
完

結
し

た
と

き
は

、
次

に
掲

げ
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
電

子
簿

冊
と

し
て

編
集

す
る

も
の

と
す

る
。

⑴
　

電
子

簿
冊

の
作

成
は

、
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
に

所
要

の
項

目
を

登
録

す
る

こ
と

で
行

う
こ

と
。

⑵
　

第
14条

第
１

項
に

規
定

す
る

文
書

分
類

基
準

表
に

定
め

る
簿

冊
名

を
単

位
と

し
て

編
集

す
る

こ
と

。
⑶

　
電

子
文

書
は

、
暦

年
ご

と
（

会
計

文
書

等
に

つ
い

て
は

会
計

年
度

ご
と

）
に

編
集

す
る

こ
と

。
　

第
45条

を
次

の
よ

う
に

改
め

る
。

　
（

文
書

の
保

存
）

第
45条

　
文

書
は

、
主

管
課

に
お

い
て

、
管

理
が

適
切

に
行

え
る

専
用

の
場

所
で

暦
年

別
（

会
計

文
書

等
に

つ
い

て
は

会
計

年
度

別
）

、
保

存
期

間
別

及
び

文
書

分
類

別
に

区
分

し
て

適
切

に
保

存
す

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
現

年
（

会
計

文
書

等
に

つ
い

て
は

現
会

計
年

度
）

に
属

す
る

紙
文

書
及

び
常

用
文

書
（

紙
文

書
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

　
第

45条
の

次
に

次
の

１
条

を
加

え
る

。

号
を

記
入

す
る

も
の

と
す

る
。

　
第

24条
の

２
第

２
項

中
「

よ
り

、
供

覧
書

（
第

８
号

様
式

）
を

作
成

し
て

」
を

「
よ

る
電

子
的

な
方

式
に

よ
り

」
に

改
め

、
同

条
に

次
の

２
項

を
加

え
る

。
３

　
前

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
第

17条
の

２
第

１
項

た
だ

し
書

の
規

定
に

よ
り

事
務

の
全

部
又

は
一

部
を

紙
文

書
に

よ
り

処
理

す
る

場
合

は
、

文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
作

成
し

た
供

覧
書

（
第

８
号

様
式

）
に

当
該

紙
文

書
を

添
付

し
て

供
覧

す
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

こ
れ

に
よ

り
難

い
場

合
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
４

　
前

２
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

特
に

軽
易

な
も

の
は

、
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

供
覧

書
の

作
成

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

は
、

紙
文

書
の

余
白

に
回

付
確

認
の

た
め

の
押

印
欄

を
設

け
て

供
覧

す
る

も
の

と
す

る
。

　
第

26条
を

次
の

よ
う

に
改

め
る

。
第

26条
　

削
除

　
第

30条
中

「
次

に
」

を
「

前
２

項
に

定
め

る
ほ

か
、

次
に

」
に

改
め

、
同

条
中

第
１

号
を

削
り

、
第

２
号

を
第

１
号

と
し

、
第

３
号

か
ら

第
５

号
ま

で
を

１
号

ず
つ

繰
り

上
げ

、
同

条
を

同
条

第
３

項
と

し
、

同
条

に
第

１
項

及
び

第
２

項
と

し
て

次
の

２
項

を
加

え
る

。
　

文
書

の
起

案
は

、
原

則
と

し
て

、
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

電
子

的
な

方
式

に
よ

り
行

う
も

の
と

す
る

。
２

　
前

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
第

17条
の

２
第

１
項

た
だ

し
書

の
規

定
に

よ
り

事
務

の
全

部
又

は
一

部
を

紙
文

書
に

よ
り

処
理

す
る

場
合

は
、

文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
作

成
し

た
決

裁
伺

書
（

第
９

号
様

式
）

に
当

該
紙

文
書

を
添

付
し

て
起

案
す

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
こ

れ
に

よ
り

難
い

場
合

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

　
第

33条
を

次
の

よ
う

に
改

め
る

。
　

（
引

戻
し

）
第

33条
　

起
案

者
は

、
回

議
又

は
合

議
（

以
下

「
回

議
等

」
と

い
う

。
）

を
行

っ
て

い
る

起
案

文
書

の
修

正
、

廃
案

等
を

行
う

場
合

に
あ

っ
て

は
、

起
案

文
書

を
引

き
戻

す
こ

と
が

で
き

る
。

　
第

33条
の

次
に

次
の

４
条

を
加

え
る

。
　

（
差

戻
し

）
第

33条
の

２
　

職
員

は
、

起
案

文
書

に
誤

り
が

あ
る

場
合

そ
の

他
回

議
等

を
中

断
し

て
起

案
者

に
修

正
等

を
促

す
必

要
が

あ
る

場
合

は
、

起
案

者
に

起
案

文
書

を
差

し
戻

す
こ

と
が

で
き

る
。

　
（

再
回

付
）

第
33条

の
３

　
前

２
条

の
規

定
に

よ
り

引
き

戻
し

、
又

は
差

戻
し

を
受

け
た

起
案

者
が

起
案

文
書

の
修

正
を

終
え

た
と

き
は

、
再

度
回

付
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
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第

57条
の

２
第

２
項

中
「

よ
り

、
供

覧
書

を
作

成
し

て
」

を
「

よ
る

電
子

的
な

方
式

に
よ

り
」

に
改

め
、

同
条

に
次

の
２

項
を

加
え

る
。

３
　

前
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

第
17条

の
２

第
１

項
た

だ
し

書
の

規
定

に
よ

り
事

務
の

全
部

又
は

一
部

を
紙

文
書

に
よ

り
処

理
す

る
場

合
は

、
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

作
成

し
た

供
覧

書
に

当
該

紙
文

書
を

添
付

し
て

供
覧

す
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

こ
れ

に
よ

り
難

い
場

合
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
４

　
前

２
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

特
に

軽
易

な
も

の
は

、
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

供
覧

書
の

作
成

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

は
、

紙
文

書
の

余
白

に
回

付
確

認
の

た
め

の
押

印
欄

を
設

け
て

供
覧

す
る

も
の

と
す

る
。

　
第

59条
を

次
の

よ
う

に
改

め
る

。
第

59条
　

削
除

　
第

62条
中

「
次

に
」

を
「

前
２

項
に

定
め

る
ほ

か
、

次
に

」
に

改
め

、
同

条
第

１
号

を
削

り
、

同
条

第
２

号
中

「
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

」
を

削
り

、
同

号
を

同
条

第
１

号
と

し
、

同
条

中
第

３
号

を
第

２
号

と
し

、
第

４
号

を
第

３
号

と
し

、
第

５
号

を
第

４
号

と
し

、
同

条
を

同
条

第
３

項
と

し
、

同
条

第
１

項
及

び
第

２
項

と
し

て
次

の
２

項
を

加
え

る
。

　
文

書
の

起
案

は
、

原
則

と
し

て
、

文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
電

子
的

な
方

式
に

よ
り

行
う

も
の

と
す

る
。

２
　

前
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

第
17条

の
２

第
１

項
た

だ
し

書
の

規
定

に
よ

り
事

務
の

全
部

又
は

一
部

を
紙

文
書

に
よ

り
処

理
す

る
場

合
は

、
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

作
成

し
た

決
裁

伺
書

に
当

該
紙

文
書

を
添

付
し

て
起

案
す

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
こ

れ
に

よ
り

難
い

場
合

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

　
第

64条
の

次
に

次
の

５
条

を
加

え
る

。
　

（
引

戻
し

）
第

64条
の

２
　

起
案

者
は

、
回

議
等

を
行

っ
て

い
る

起
案

文
書

の
修

正
、

廃
案

等
を

行
う

場
合

に
あ

っ
て

は
、

起
案

文
書

を
引

き
戻

す
こ

と
が

で
き

る
。

　
（

差
戻

し
）

第
64条

の
３

　
職

員
は

、
起

案
文

書
に

誤
り

が
あ

る
場

合
そ

の
他

回
議

等
を

中
断

し
て

起
案

者
に

修
正

等
を

促
す

必
要

が
あ

る
場

合
は

、
起

案
者

に
起

案
文

書
を

差
し

戻
す

こ
と

が
で

き
る

。
　

（
再

回
付

）
第

64条
の

４
　

前
２

条
の

規
定

に
よ

り
引

き
戻

し
、

又
は

差
戻

し
を

受
け

た
起

案
者

が
起

案
文

書
の

修
正

を
終

え
た

と
き

は
、

再
度

回
付

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

　
（

引
上

げ
）

第
64条

の
５

　
職

員
は

、
下

位
の

職
員

の
不

在
等

に
よ

り
起

案
文

書
の

回
議

等
が

滞
っ

て
い

る
場

合
又

は
緊

急
の

決
裁

を
行

う
必

要
が

あ
る

場
合

は
、

当
該

文
書

に
つ

い
て

下
位

の
職

員
よ

り
も

先
に

承
認

又
は

決
裁

　
（

電
子

文
書

の
保

存
）

第
45条

の
２

　
電

子
文

書
は

、
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

保
存

す
る

も
の

と
す

る
。

　
第

46条
を

次
の

よ
う

に
改

め
る

。
　

（
警

務
課

へ
の

引
継

ぎ
）

第
46条

　
前

２
条

の
規

定
に

よ
り

保
存

す
る

文
書

の
う

ち
、

保
存

期
間

（
次

条
又

は
第

48条
の

規
定

に
よ

り
保

存
期

間
が

延
長

さ
れ

た
場

合
に

あ
っ

て
は

、
延

長
後

の
保

存
期

間
。

第
49条

か
ら

第
51条

ま
で

に
お

い
て

同
じ

。
）

が
10年

以
上

の
文

書
そ

の
他

総
括

文
書

管
理

者
が

必
要

と
認

め
る

文
書

に
つ

い
て

は
、

主
管

課
の

文
書

管
理

者
は

、
警

務
課

の
文

書
管

理
者

と
協

議
の

上
、

警
務

課
に

引
き

継
ぐ

こ
と

が
で

き
る

。
２

　
前

項
の

規
定

に
よ

り
引

き
継

が
れ

た
文

書
は

、
警

務
課

に
お

い
て

保
存

す
る

も
の

と
す

る
。

　
第

49条
の

見
出

し
中

「
移

管
」

を
「

引
渡

し
」

に
改

め
、

同
条

中
「

移
管

す
る

」
を

「
引

き
渡

す
」

に
改

め
、

同
条

に
次

の
１

項
を

加
え

る
。

３
　

前
２

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
財

務
文

書
に

つ
い

て
は

、
財

務
文

書
管

理
規

程
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
公

文
書

館
へ

の
引

渡
し

を
行

う
も

の
と

す
る

。
　

第
50条

中
「

移
管

す
る

」
を

「
引

き
渡

す
」

に
改

め
る

。
　

第
52条

に
次

の
１

項
を

加
え

る
。

２
　

前
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

財
務

文
書

に
つ

い
て

は
、

大
分

県
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
（

大
分

県
文

書
管

理
規

程
（

平
成

21年
大

分
県

訓
令

甲
第

１
号

）
第

２
条

第
５

号
に

規
定

す
る

文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

に
よ

り
作

成
し

た
一

覧
表

に
よ

り
管

理
す

る
も

の
と

す
る

。
　

第
55条

を
次

の
よ

う
に

改
め

る
。

第
55条

　
削

除
　

第
56条

第
１

項
中

「
文

書
は

」
を

「
紙

文
書

は
」

に
、

「
主

管
す

る
課

」
を

「
主

管
す

る
警

察
学

校
の

係
及

び
警

察
署

の
課

（
以

下
こ

れ
ら

を
「

課
」

と
い

う
。

）
」

に
改

め
、

同
項

中
第

３
号

を
削

り
、

第
４

号
を

第
３

号
と

し
、

第
５

号
を

削
り

、
第

６
号

を
第

４
号

と
す

る
。

　
第

57条
第

１
項

中
「

次
の

各
号

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

処
理

す
る

」
を

「
直

ち
に

主
務

者
に

交
付

す
る

」
に

改
め

、
同

項
各

号
を

削
る

。
　

第
57条

の
２

第
１

項
中

「
又

は
」

を
削

り
、

「
受

け
た

と
き

」
の

次
に

「
又

は
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
、

電
子

メ
ー

ル
等

に
よ

り
電

子
文

書
を

受
領

し
た

と
き

」
を

加
え

、
同

項
に

後
段

と
し

て
次

の
よ

う
に

加
え

る
。

　
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

当
該

文
書

が
指

令
、

通
達

及
び

示
達

、
往

復
文

書
の

う
ち

当
該

文
書

に
基

づ
き

指
令

、
回

答
等

を
要

す
る

文
書

そ
の

他
文

書
管

理
担

当
者

が
必

要
と

認
め

る
文

書
で

あ
る

場
合

は
、

文
書

整
理

簿
（

第
13条

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
文

書
整

理
補

助
簿

に
よ

り
番

号
を

付
す

る
場

合
は

文
書

整
理

補
助

簿
）

に
所

定
の

事
項

を
記

録
し

、
当

該
文

書
に

受
付

印
が

押
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、

受
付

印
に

文
書

番
号

を
記

入
す

る
も

の
と

す
る

。
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第
75条

　
前

２
条

の
規

定
に

よ
り

保
存

す
る

文
書

の
う

ち
、

保
存

期
間

（
次

条
又

は
第

77条
の

規
定

に
よ

り
保

存
期

間
が

延
長

さ
れ

た
場

合
に

あ
っ

て
は

、
延

長
後

の
保

存
期

間
。

第
78条

か
ら

第
80条

ま
で

に
お

い
て

同
じ

。
）

が
10年

以
上

の
文

書
そ

の
他

総
括

文
書

管
理

者
が

必
要

と
認

め
る

文
書

に
つ

い
て

は
、

警
察

学
校

及
び

警
察

署
の

文
書

管
理

者
は

、
警

務
課

の
文

書
管

理
者

と
協

議
の

上
、

警
務

課
に

引
き

継
ぐ

こ
と

が
で

き
る

。
２

　
前

項
の

規
定

に
よ

り
引

き
継

が
れ

た
文

書
は

、
警

務
課

に
お

い
て

保
存

す
る

も
の

と
す

る
。

　
第

78条
の

見
出

し
中

「
移

管
」

を
「

引
渡

し
」

に
改

め
、

同
条

中
「

移
管

す
る

」
を

「
引

き
渡

す
」

に
改

め
、

同
条

に
次

の
１

項
を

加
え

る
。

３
　

前
２

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
財

務
文

書
に

つ
い

て
は

、
財

務
文

書
管

理
規

程
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
公

文
書

館
へ

の
引

渡
し

を
行

う
も

の
と

す
る

。
　

第
79条

中
「

移
管

す
る

」
を

「
引

き
渡

す
」

に
改

め
る

。
　

第
81条

に
次

の
１

項
を

加
え

る
。

２
　

前
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

財
務

文
書

に
つ

い
て

は
、

大
分

県
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

作
成

し
た

一
覧

表
に

よ
り

管
理

す
る

も
の

と
す

る
。

第
２

号
様

式
中

「
第

24条
」

を
「

第
24条

の
２

」
に

、
「

第
57条

」
を

「
第

57条
の

２
」

に
改

め
る

。
第

４
号

様
式

中
「

第
26条

、
第

59条
」

を
「

第
23条

、
第

57条
の

２
」

に
改

め
る

。
第

７
号

様
式

中
「

第
24条

」
の

次
に

「
、

第
24条

の
２

」
を

加
え

る
。

第
13号

様
式

中
「

第
57条

」
の

次
に

「
、

第
57条

の
２

」
を

加
え

る
。

　
　

　
附

　
則

　
こ

の
訓

令
は

、
令

和
６

年
３

月
１

日
か

ら
施

行
す

る
。

大
分

県
警

察
本

部
訓

令
第

６
号

警
　

察
　

本
　

部
　

警
　

察
　

学
　

校
　

警
　

　
察

　
　

署
　

　
大

分
県

警
察

財
務

総
合

シ
ス

テ
ム

関
係

文
書

管
理

規
程

を
次

の
よ

う
に

定
め

る
。

　
　

令
和

６
年

３
月

１
日

大
分

県
警

察
本

部
長

　
種

　
田

　
英

　
明

　
　

　
　

大
分

県
警

察
財

務
総

合
シ

ス
テ

ム
関

係
文

書
管

理
規

程

目
次

　
第

１
章

　
総

則
（

第
１

条
−

第
10条

）
　

第
２

章
　

各
所

属
に

お
け

る
財

務
文

書
の

取
扱

い
（

第
11条

−
第

26条
）

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

　
（

廃
案

）
第

64条
の

６
　

起
案

者
は

、
起

案
文

書
の

決
裁

前
に

お
い

て
相

当
の

理
由

が
あ

る
場

合
は

回
議

等
を

行
っ

て
い

る
文

書
を

、
決

裁
後

に
お

い
て

決
裁

権
者

の
指

示
を

受
け

た
場

合
は

決
裁

が
終

了
し

た
文

書
を

廃
案

に
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
第

69条
に

次
の

１
項

を
加

え
る

。
２

　
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

決
裁

伺
書

を
作

成
し

て
起

案
し

た
文

書
を

施
行

し
た

と
き

は
、

文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

に
施

行
年

月
日

等
を

登
録

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

　
第

73条
第

１
項

中
「

文
書

が
完

結
し

た
」

を
「

文
書

（
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

処
理

し
た

電
子

文
書

を
除

く
。

以
下

こ
の

条
及

び
第

74条
に

お
い

て
同

じ
。

）
が

完
結

し
た

」
に

改
め

、
同

項
第

４
号

中
「

事
案

」
を

「
事

務
」

改
め

、
同

条
に

次
の

１
項

を
加

え
る

。
３

　
簿

冊
を

作
成

す
る

と
き

は
、

作
成

し
よ

う
と

す
る

簿
冊

の
簿

冊
名

、
保

存
期

間
等

所
要

の
項

目
を

文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

に
登

録
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
　

第
73条

の
次

に
次

の
１

条
を

加
え

る
。

　
（

電
子

文
書

の
編

集
）

第
73条

の
２

　
電

子
文

書
（

文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
処

理
し

た
電

子
文

書
に

限
る

。
以

下
こ

の
条

及
び

第
74条

の
２

に
お

い
て

同
じ

。
）

が
完

結
し

た
と

き
は

、
次

に
掲

げ
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
電

子
簿

冊
と

し
て

編
集

す
る

も
の

と
す

る
。

⑴
　

電
子

簿
冊

の
作

成
は

、
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
に

所
要

の
項

目
を

登
録

す
る

こ
と

で
行

う
こ

と
。

⑵
　

第
14条

第
１

項
に

規
定

す
る

文
書

分
類

基
準

表
に

定
め

る
簿

冊
名

を
単

位
と

し
て

編
集

す
る

こ
と

。
⑶

　
電

子
文

書
は

、
暦

年
ご

と
（

会
計

文
書

等
に

つ
い

て
は

会
計

年
度

ご
と

）
に

編
集

す
る

こ
と

。
　

第
74条

を
次

の
よ

う
に

改
め

る
。

　
（

文
書

の
保

存
）

第
74条

　
文

書
は

、
警

察
学

校
及

び
警

察
署

に
お

い
て

、
管

理
が

適
切

に
行

え
る

専
用

の
場

所
で

暦
年

別
（

会
計

文
書

等
に

つ
い

て
は

会
計

年
度

別
）

、
保

存
期

間
別

及
び

文
書

分
類

別
に

区
分

し
て

適
切

に
保

存
す

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
現

年
（

会
計

文
書

等
に

つ
い

て
は

現
会

計
年

度
）

に
属

す
る

紙
文

書
及

び
常

用
文

書
（

紙
文

書
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

　
第

74条
の

次
に

次
の

１
条

を
加

え
る

。
　

（
電

子
文

書
の

保
存

）
第

74条
の

２
　

電
子

文
書

は
、

文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
保

存
す

る
も

の
と

す
る

。
　

第
75条

を
次

の
よ

う
に

改
め

る
。

　
（

警
務

課
へ

の
引

継
ぎ

）
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外
（
警
察
本
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訓
令
）

他
の

所
属

に
お

け
る

財
務

文
書

管
理

事
務

の
適

正
か

つ
能

率
的

な
処

理
に

つ
い

て
の

責
務

を
負

う
。

２
　

所
属

長
は

、
次

に
掲

げ
る

事
務

を
行

う
と

と
も

に
、

所
属

に
属

す
る

文
書

取
扱

主
任

及
び

文
書

取
扱

副
主

任
並

び
に

職
員

に
対

し
て

指
示

及
び

指
導

を
行

う
。

⑴
　

所
属

に
お

け
る

財
務

文
書

管
理

事
務

の
処

理
状

況
の

把
握

に
関

す
る

こ
と

。
⑵

　
所

属
に

属
す

る
職

員
の

財
務

文
書

管
理

意
識

の
向

上
に

関
す

る
こ

と
。

　
（

次
席

等
）

第
７

条
　

警
察

本
部

の
所

属
の

次
席

（
次

席
の

職
務

に
準

ず
る

職
を

含
む

。
）

、
警

察
学

校
の

副
校

長
及

び
警

察
署

の
副

署
長

は
、

副
文

書
管

理
者

（
文

書
管

理
規

程
第

８
条

に
規

定
す

る
副

文
書

管
理

者
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
と

し
て

、
所

属
長

を
補

佐
す

る
。

　
（

文
書

取
扱

主
任

）
第

８
条

　
各

所
属

に
文

書
取

扱
主

任
を

置
き

、
財

務
文

書
管

理
事

務
を

担
当

す
る

文
書

管
理

担
当

者
（

文
書

管
理

規
程

第
９

条
に

規
定

す
る

文
書

管
理

担
当

者
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
（

当
該

文
書

管
理

担
当

者
が

係
長

そ
の

他
文

書
管

理
者

が
指

定
す

る
職

員
で

あ
る

場
合

は
、

副
文

書
管

理
者

）
を

も
っ

て
充

て
る

。
２

　
文

書
取

扱
主

任
は

、
所

属
長

を
補

佐
し

、
次

に
掲

げ
る

事
務

を
行

う
。

⑴
　

財
務

文
書

管
理

事
務

の
指

導
及

び
改

善
に

関
す

る
こ

と
。

⑵
　

財
務

文
書

の
保

管
及

び
廃

棄
に

関
す

る
こ

と
。

⑶
　

前
２

号
に

掲
げ

る
も

の
の

ほ
か

、
財

務
文

書
の

管
理

及
び

大
分

県
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
こ

と
。

　
（

文
書

取
扱

副
主

任
）

第
９

条
　

文
書

取
扱

主
任

の
補

助
者

と
し

て
、

文
書

取
扱

副
主

任
を

置
く

。
２

　
文

書
取

扱
副

主
任

は
、

所
属

長
が

指
名

す
る

者
を

も
っ

て
充

て
る

。
　

（
財

務
文

書
の

記
号

及
び

番
号

）
第

10条
　

財
務

文
書

に
記

号
及

び
番

号
を

付
す

る
場

合
に

は
、

記
号

は
「

財
」

の
文

字
の

次
に

文
書

記
号

（
文

書
管

理
規

程
別

表
第

１
に

定
め

る
文

書
記

号
を

い
う

。
）

を
加

え
た

も
の

と
し

、
番

号
は

財
務

総
合

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
付

す
る

も
の

と
す

る
。

２
　

財
務

文
書

の
番

号
は

、
県

の
機

関
が

財
務

総
合

シ
ス

テ
ム

を
使

用
し

て
翌

年
度

予
算

の
執

行
に

係
る

契
約

の
準

備
の

た
め

の
文

書
を

起
案

し
た

日
の

う
ち

、
最

も
早

い
日

を
起

点
と

し
て

付
す

る
も

の
と

す
る

。
　

　
　

第
２

章
　

各
所

属
に

お
け

る
財

務
文

書
の

取
扱

い
　

（
電

子
財

務
文

書
の

起
案

及
び

決
裁

）
第

11条
　

電
子

財
務

文
書

の
起

案
及

び
決

裁
は

、
財

務
総

合
シ

ス
テ

ム
そ

の
他

の
業

務
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

、
関

係
規

則
等

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

行
う

も
の

と
す

る
。

　
（

紙
財

務
文

書
の

起
案

）

　
第

３
章

　
雑

則
（

第
27条

）
　

附
則

　
　

　
第

１
章

　
総

則
　

（
趣

旨
）

第
１

条
　

こ
の

規
程

は
、

大
分

県
警

察
に

お
け

る
財

務
総

合
シ

ス
テ

ム
関

係
文

書
（

以
下

「
財

務
文

書
」

と
い

う
。

）
の

管
理

に
関

し
、

大
分

県
警

察
文

書
管

理
規

程
（

平
成

18年
大

分
県

警
察

本
部

訓
令

甲
第

26
号

。
以

下
「

文
書

管
理

規
程

」
と

い
う

。
）

の
特

例
そ

の
他

必
要

な
事

項
を

定
め

る
も

の
と

す
る

。
　

（
定

義
）

第
２

条
　

こ
の

規
程

に
お

い
て

使
用

す
る

用
語

の
意

義
は

、
文

書
管

理
規

程
に

お
い

て
使

用
す

る
用

語
の

例
に

よ
る

ほ
か

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
用

語
の

意
義

は
、

そ
れ

ぞ
れ

当
該

各
号

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
⑴

　
財

務
文

書
　

財
務

総
合

シ
ス

テ
ム

と
連

携
し

た
大

分
県

文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

（
大

分
県

文
書

管
理

規
程

（
平

成
21年

大
分

県
訓

令
甲

第
１

号
）

第
２

条
第

５
号

に
規

定
す

る
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
に

簿
冊

情
報

を
登

録
し

て
作

成
し

た
簿

冊
に

編
集

す
る

文
書

を
い

う
。

⑵
　

紙
財

務
文

書
　

紙
に

記
録

さ
れ

た
財

務
文

書
を

い
う

。
⑶

　
電

子
財

務
文

書
　

電
磁

的
記

録
で

あ
る

財
務

文
書

を
い

う
。

⑷
　

財
務

文
書

管
理

事
務

　
財

務
文

書
の

起
案

か
ら

廃
棄

又
は

引
渡

し
に

至
る

ま
で

の
過

程
に

お
け

る
事

務
を

い
う

。
　

（
警

務
部

長
）

第
３

条
　

警
務

部
長

は
、

総
括

文
書

管
理

者
（

文
書

管
理

規
程

第
５

条
に

規
定

す
る

総
括

文
書

管
理

者
を

い
う

。
）

と
し

て
、

大
分

県
警

察
に

お
け

る
財

務
文

書
管

理
事

務
を

総
括

す
る

。
　

（
警

務
課

長
）

第
４

条
　

警
務

部
警

務
課

長
（

以
下

「
警

務
課

長
」

と
い

う
。

）
は

、
副

総
括

文
書

管
理

者
（

文
書

管
理

規
程

第
６

条
に

規
定

す
る

副
総

括
文

書
管

理
者

を
い

う
。

）
と

し
て

、
警

務
部

長
を

補
佐

す
る

。
　

（
会

計
課

長
）

第
５

条
　

警
務

部
会

計
課

長
（

以
下

「
会

計
課

長
」

と
い

う
。

）
は

、
警

務
課

長
と

共
に

警
務

部
長

を
補

佐
し

て
、

各
所

属
に

お
け

る
財

務
文

書
管

理
事

務
が

適
正

か
つ

能
率

的
に

行
わ

れ
る

よ
う

に
指

導
し

、
常

に
そ

の
改

善
に

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
２

　
会

計
課

長
は

、
前

項
の

規
定

に
よ

る
指

導
及

び
改

善
の

た
め

に
必

要
で

あ
る

と
認

め
る

と
き

は
、

各
所

属
の

財
務

文
書

管
理

事
務

に
つ

い
て

、
調

査
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
（

所
属

長
）

第
６

条
　

各
所

属
の

長
（

以
下

「
所

属
長

」
と

い
う

。
）

は
、

文
書

管
理

者
（

文
書

管
理

規
程

第
７

条
に

規
定

す
る

文
書

管
理

者
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
と

し
て

、
財

務
文

書
の

作
成

、
保

管
、

利
用

、
廃

棄
そ

の



令
和
六
年
三
月
一
日

八

大
分
県
報
号
外
（
警
察
本
部
訓
令
）

⑶
　

簿
冊

の
背

表
紙

は
、

大
分

県
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

印
刷

し
た

簿
冊

名
等

の
表

示
（

大
分

県
文

書
管

理
規

程
第

75条
第

２
項

第
５

号
に

掲
げ

る
簿

冊
名

等
の

表
示

を
い

う
。

）
を

貼
る

こ
と

と
し

、
そ

の
用

紙
の

色
は

白
と

す
る

。
た

だ
し

、
保

存
期

間
が

30年
以

上
の

簿
冊

に
あ

っ
て

は
赤

、
保

存
期

間
が

10年
以

上
30年

未
満

の
簿

冊
に

あ
っ

て
は

青
と

す
る

。
⑷

　
形

状
等

に
よ

り
、

簿
冊

と
し

て
編

集
し

難
い

文
書

に
つ

い
て

は
、

箱
、

袋
等

に
入

れ
、

又
は

結
束

し
て

編
集

す
る

も
の

と
し

、
前

号
の

簿
冊

名
等

の
表

示
の

要
件

を
充

足
し

た
表

示
を

す
る

こ
と

。
　

（
電

子
財

務
文

書
の

編
集

）
第

16条
　

電
子

財
務

文
書

は
、

文
書

管
理

規
程

第
14条

第
１

項
に

規
定

す
る

文
書

分
類

基
準

表
に

定
め

る
簿

冊
名

を
単

位
と

し
て

編
集

す
る

も
の

と
す

る
。

２
　

電
子

簿
冊

を
作

成
す

る
と

き
は

、
あ

ら
か

じ
め

文
書

取
扱

主
任

の
承

認
を

受
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

文
書

取
扱

主
任

は
、

必
要

な
指

示
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
３

　
電

子
簿

冊
の

作
成

は
、

第
１

項
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
次

の
各

号
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

⑴
　

電
子

簿
冊

の
作

成
は

、
大

分
県

文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

に
所

要
の

項
目

を
登

録
す

る
こ

と
で

行
う

こ
と

。
⑵

　
電

子
簿

冊
は

、
会

計
年

度
ご

と
に

作
成

す
る

こ
と

。
　

（
紙

簿
冊

に
よ

る
保

管
）

第
17条

　
大

分
県

会
計

規
則

（
昭

和
49年

大
分

県
規

則
第

10号
）

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

も
の

の
ほ

か
、

完
結

文
書

で
あ

る
紙

財
務

文
書

は
、

会
計

年
度

ご
と

に
紙

簿
冊

に
編

集
し

て
保

管
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
紙

財
務

文
書

と
同

時
に

作
成

さ
れ

た
電

子
財

務
文

書
も

当
該

紙
簿

冊
と

同
一

名
称

の
電

子
簿

冊
に

編
集

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

２
　

紙
簿

冊
に

は
、

磁
気

デ
ィ

ス
ク

等
の

電
子

保
存

媒
体

を
紙

財
務

文
書

と
一

体
と

し
て

保
管

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
　

（
所

属
内

で
の

保
管

等
）

第
18条

　
所

属
長

は
、

紙
財

務
文

書
を

編
集

し
た

紙
簿

冊
の

所
在

を
明

確
に

す
る

た
め

、
会

計
年

度
別

、
保

存
期

間
別

、
文

書
分

類
別

等
に

区
分

し
て

紙
簿

冊
を

保
管

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

２
　

所
属

長
は

、
第

24条
の

規
定

に
よ

る
引

渡
し

又
は

第
25条

の
規

定
に

よ
る

廃
棄

を
行

う
ま

で
の

間
、

紙
簿

冊
を

適
切

に
保

管
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
３

　
文

書
取

扱
主

任
は

、
大

分
県

文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
、

紙
財

務
文

書
及

び
紙

簿
冊

の
保

管
状

況
を

常
に

把
握

し
て

お
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
　

（
電

子
財

務
文

書
の

保
存

）
第

19条
　

大
分

県
会

計
規

則
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
も

の
の

ほ
か

、
完

結
文

書
で

あ
る

電
子

財
務

文
書

は
、

会
計

年
度

ご
と

に
第

16条
の

規
定

に
よ

り
作

成
し

た
電

子
簿

冊
に

編
集

し
て

保
存

す
る

も
の

と
す

第
12条

　
紙

財
務

文
書

は
、

決
裁

伺
書

（
文

書
管

理
規

程
第

９
号

様
式

）
を

表
紙

に
用

い
て

起
案

す
る

も
の

と
す

る
。

　
（

財
務

文
書

の
浄

書
及

び
校

合
）

第
13条

　
起

案
者

は
、

決
裁

を
受

け
た

財
務

文
書

の
う

ち
施

行
（

起
案

文
書

の
内

容
に

つ
い

て
公

示
を

要
す

る
も

の
に

あ
っ

て
は

、
こ

れ
を

所
定

の
手

続
を

経
て

県
報

等
に

公
示

す
る

こ
と

を
い

い
、

起
案

文
書

の
内

容
に

つ
い

て
相

手
方

に
伝

達
す

る
こ

と
を

要
す

る
も

の
に

あ
っ

て
は

、
こ

れ
に

つ
い

て
所

要
の

形
式

の
財

務
文

書
を

作
成

し
て

相
手

方
に

発
送

（
交

付
を

含
む

。
）

す
る

こ
と

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

を
要

す
る

も
の

は
、

速
や

か
に

浄
書

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

２
　

浄
書

し
た

財
務

文
書

（
以

下
「

浄
書

文
書

」
と

い
う

。
）

の
日

付
は

、
浄

書
文

書
を

施
行

す
る

日
と

す
る

。
３

　
事

務
担

当
者

は
、

浄
書

文
書

に
つ

い
て

は
、

必
ず

決
裁

を
受

け
た

財
務

文
書

と
校

合
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
　

（
公

印
の

押
印

）
第

14条
　

施
行

す
る

紙
財

務
文

書
に

は
、

大
分

県
警

察
公

印
管

理
規

程
（

平
成

６
年

大
分

県
警

察
本

部
訓

令
甲

第
５

号
。

以
下

「
公

印
管

理
規

程
」

と
い

う
。

）
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、

公
印

を
押

印
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
軽

易
な

も
の

に
つ

い
て

は
、

公
印

の
押

印
を

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
２

　
前

項
本

文
の

規
定

に
よ

り
公

印
を

押
印

し
よ

う
と

す
る

と
き

は
、

公
印

取
扱

主
任

又
は

公
印

取
扱

副
主

任
に

使
用

の
承

認
を

受
け

る
も

の
と

す
る

。
３

　
前

項
の

公
印

取
扱

主
任

は
公

印
管

理
規

程
第

４
条

に
規

定
す

る
公

印
取

扱
責

任
者

を
、

公
印

取
扱

副
主

任
は

同
条

第
４

項
の

規
定

に
よ

り
公

印
管

理
者

が
あ

ら
か

じ
め

指
定

し
た

者
を

、
そ

れ
ぞ

れ
も

っ
て

充
て

る
。

４
　

第
２

項
の

使
用

の
承

認
を

受
け

た
と

き
は

、
公

印
管

理
規

程
第

８
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
承

認
を

受
け

た
も

の
と

み
な

す
。

　
（

紙
財

務
文

書
の

編
集

）
第

15条
　

紙
財

務
文

書
は

、
文

書
管

理
規

程
第

14条
第

１
項

に
規

定
す

る
文

書
分

類
基

準
表

に
定

め
る

簿
冊

名
を

単
位

と
し

て
編

集
す

る
も

の
と

す
る

。
２

　
紙

簿
冊

を
作

成
す

る
と

き
は

、
あ

ら
か

じ
め

文
書

取
扱

主
任

の
承

認
を

受
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

文
書

取
扱

主
任

は
、

必
要

な
指

示
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
３

　
紙

簿
冊

の
作

成
は

、
第

１
項

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
、

次
の

各
号

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
⑴

　
紙

簿
冊

を
作

成
す

る
と

き
は

、
作

成
し

よ
う

と
す

る
紙

簿
冊

と
同

一
の

簿
冊

名
、

保
存

期
間

等
を

設
定

し
た

電
子

簿
冊

を
あ

ら
か

じ
め

次
条

の
規

定
に

よ
り

作
成

す
る

こ
と

。
⑵

　
紙

財
務

文
書

を
編

集
す

る
紙

簿
冊

は
、

会
計

年
度

ご
と

に
作

成
す

る
こ

と
。



令
和
六
年
三
月
一
日

九

大
分
県
報
号
外
（
警
察
本
部
訓
令
）

２
　

所
属

長
は

、
公

文
書

館
長

か
ら

引
渡

し
を

求
め

ら
れ

た
文

書
に

つ
い

て
は

、
法

令
に

よ
り

廃
棄

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
も

の
と

さ
れ

て
い

る
場

合
そ

の
他

の
特

別
の

理
由

が
あ

る
場

合
を

除
き

、
公

文
書

館
長

に
引

き
渡

さ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

　
（

各
所

属
に

お
け

る
紙

財
務

文
書

の
廃

棄
）

第
25条

　
所

属
長

は
、

前
条

第
１

項
又

は
第

２
項

の
規

定
に

よ
る

公
文

書
館

長
へ

の
引

渡
し

を
行

う
必

要
の

な
い

紙
財

務
文

書
に

つ
い

て
は

、
当

該
紙

財
務

文
書

の
内

容
又

は
媒

体
に

応
じ

た
方

法
に

よ
り

廃
棄

す
る

も
の

と
す

る
。

２
　

所
属

長
は

、
前

項
の

規
定

に
よ

り
紙

財
務

文
書

を
廃

棄
し

た
と

き
は

、
大

分
県

文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

に
当

該
紙

財
務

文
書

を
廃

棄
し

た
旨

を
登

録
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
　

（
各

所
属

に
お

け
る

電
子

財
務

文
書

の
廃

棄
）

第
26条

　
所

属
長

は
、

第
24条

第
１

項
又

は
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

公
文

書
館

長
へ

引
き

渡
す

必
要

が
な

い
と

判
断

さ
れ

た
電

子
財

務
文

書
に

つ
い

て
、

大
分

県
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
を

管
理

す
る

総
務

部
県

政
情

報
課

長
（

以
下

「
県

政
情

報
課

長
」

と
い

う
。

）
に

廃
棄

の
処

理
を

依
頼

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

２
　

所
属

長
は

、
前

項
の

電
子

財
務

文
書

に
係

る
紙

財
務

文
書

が
存

在
す

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
前

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

紙
財

務
文

書
を

廃
棄

し
た

後
に

県
政

情
報

課
長

に
電

子
財

務
文

書
の

廃
棄

の
処

理
を

依
頼

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

　
　

　
第

３
章

　
雑

則
　

（
委

任
）

第
27条

　
文

書
管

理
規

程
及

び
こ

の
規

程
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
財

務
文

書
の

管
理

に
関

し
必

要
な

事
項

は
、

別
に

定
め

る
。

　
　

　
附

　
則

　
こ

の
訓

令
は

、
令

和
６

年
３

月
１

日
か

ら
施

行
す

る
。

る
。

　
（

廃
棄

禁
止

文
書

）
第

20条
　

所
属

長
は

、
保

存
期

間
を

満
了

し
た

財
務

文
書

で
あ

っ
て

も
、

文
書

管
理

規
程

第
47条

各
号

又
は

第
76条

各
号

に
掲

げ
る

も
の

（
以

下
「

廃
棄

禁
止

文
書

」
と

い
う

。
）

に
つ

い
て

は
、

当
該

各
号

に
定

め
る

期
間

が
経

過
す

る
ま

で
の

間
、

廃
棄

し
て

は
な

ら
な

い
。

　
（

保
存

期
間

の
延

長
等

）
第

21条
　

所
属

長
は

、
保

存
期

間
を

満
了

し
た

財
務

文
書

の
保

存
期

間
を

、
必

要
に

応
じ

て
１

年
単

位
で

延
長

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
は

、
延

長
後

の
保

存
期

間
を

大
分

県
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
に

登
録

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

２
　

所
属

長
は

、
財

務
文

書
の

保
存

期
間

が
満

了
し

た
と

き
は

、
当

該
財

務
文

書
に

つ
い

て
前

項
の

規
定

に
よ

り
保

存
期

間
を

延
長

す
る

必
要

が
あ

る
か

否
か

に
つ

き
検

討
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
３

　
所

属
長

は
、

特
別

の
理

由
が

あ
る

と
き

は
、

警
察

本
部

長
の

承
認

を
受

け
て

、
保

存
期

間
を

満
了

し
て

い
な

い
財

務
文

書
の

保
存

期
間

を
短

縮
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

は
、

短
縮

後
の

保
存

期
間

を
大

分
県

文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

に
登

録
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
　

（
廃

棄
の

決
定

）
第

22条
　

所
属

長
は

、
廃

棄
禁

止
文

書
以

外
の

財
務

文
書

に
つ

い
て

、
前

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

保
存

期
間

の
延

長
の

必
要

が
な

い
と

さ
れ

た
文

書
に

つ
き

、
廃

棄
の

決
定

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
２

　
所

属
長

は
、

遅
滞

な
く

、
前

項
の

決
定

を
行

う
と

と
も

に
、

次
条

か
ら

第
26条

ま
で

の
規

定
に

よ
り

廃
棄

の
手

続
を

開
始

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

　
（

簿
冊

単
位

で
の

文
書

廃
棄

）
第

23条
　

財
務

文
書

の
廃

棄
は

、
簿

冊
単

位
で

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
２

　
廃

棄
対

象
の

簿
冊

に
廃

棄
禁

止
文

書
が

含
ま

れ
る

た
め

当
該

簿
冊

を
廃

棄
で

き
な

い
場

合
は

、
当

該
廃

棄
禁

止
文

書
を

新
た

に
作

成
し

た
簿

冊
に

移
す

こ
と

に
よ

り
当

該
廃

棄
対

象
の

簿
冊

を
廃

棄
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
（

公
文

書
館

へ
の

通
知

及
び

引
渡

し
）

第
24条

　
所

属
長

は
、

第
22条

第
１

項
の

廃
棄

の
決

定
を

し
た

と
き

は
、

大
分

県
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
で

作
成

し
た

廃
棄

予
定

簿
冊

一
覧

表
（

大
分

県
文

書
管

理
規

程
第

12号
様

式
）

に
よ

り
公

文
書

館
長

に
そ

の
旨

を
通

知
し

、
公

文
書

館
長

へ
の

引
渡

し
の

要
否

の
判

断
を

求
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

公
文

書
館

長
が

、
当

該
財

務
文

書
の

引
渡

し
を

受
け

る
必

要
が

あ
る

と
認

め
た

と
き

は
、

紙
財

務
文

書
に

あ
っ

て
は

所
属

長
が

遅
滞

な
く

当
該

紙
財

務
文

書
を

公
文

書
館

長
に

引
き

渡
す

も
の

と
し

、
電

子
財

務
文

書
に

あ
っ

て
は

公
文

書
館

長
が

大
分

県
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
て

各
所

属
か

ら
引

渡
し

を
受

け
る

も
の

と
す

る
。


